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令和７年（2025 年）10 月 26 日

り
、
新
た
な
農
政
を
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ

っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
消
費
者
、
国

民
へ
農
産
物
を
安
定
的
に
供
給

す
る
基
礎
と
な
る
農
地
を
維
持

す
る
た
め
、
食
料
確
保
・
農
地

維
持
支
払
い
制
度
の
創
設
を
強

く
求
め
る
。

◆

ガ
ソ
リ
ン
税
の
旧
暫
定
税
率

は
廃
止
し
、
走
行
距
離
課
税
等

の
新
税
で
相
殺
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

　

現
下
の
政
治
状
況
に
鑑
み
、

旧
暫
定
税
率
の
扱
い
を
め
ぐ
る

与
野
党
協
議
は
財
源
確
保
を
前

提
と
す
る
条
件
づ
け
の
是
非
で

平
行
線
を
た
ど
り
、
会
期
運
営

の
遅
れ
等
に
よ
り
施
行
時
期
に

不
確
実
性
が
生
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
一
部
で
は
走
行
距
離
課

税
な
ど
の
新
税
で
減
税
効
果
を

相
殺
す
る
案
に
も
言
及
が
見
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
膠
着
と
不
確

実
性
は
、
本
来
臨
時
の
上
乗
せ

に
す
ぎ
な
い
旧
暫
定
税
率
の
位

置
づ
け
を
曖
昧
に
し
、
国
民
負

担
の
軽
減
と
い
う
原
点
を
遠
ざ

け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
市

民
生
活
と
地
域
の
産
業
基
盤
を

守
る
観
点
か
ら
、
臨
時
の
上
乗

せ
で
あ
っ
た
旧
暫
定
税
率
は
確

実
に
廃
止
し
、
元
の
水
準
へ
戻

す
の
が
制
度
の
筋
で
あ
る
。
本

来
な
ら
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
税
そ
の

も
の
の
廃
止
が
望
ま
し
い
が
、

当
面
は
ま
ず
財
源
確
保
を
前
提

と
せ
ず
、
旧
暫
定
税
率
を
無
条

件
で
廃
止
す
る
こ
と
を
最
優
先

と
す
べ
き
で
あ
る
。
臨
時
の
上

乗
せ
を
元
へ
戻
す
措
置
に
穴
埋

◆

食
料
確
保
・
農
地
維
持
支
払
い 

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

　

昨
夏
に
い
わ
ゆ
る
「
令
和
の

米
騒
動
」
が
発
生
し
た
が
、
農

林
水
産
省
は
「
米
は
足
り
て
い

る
」、「
流
通
に
目
詰
ま
り
が
生

じ
て
い
る
」
と
い
っ
た
主
張
を

繰
り
返
し
、
結
果
と
し
て
、
米

不
足
へ
の
対
応
が
大
幅
に
遅

れ
、
需
給
調
整
の
不
安
定
化
が 

進
む
事
態
と
な
っ
た
。さ
ら
に
、

近
年
の
自
然
災
害
の
激
甚
化
、

多
発
化
に
よ
る
甚
大
な
農
業
被

害
の
発
生
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
、
国
内
在
庫
滞
留
や
物
流

コ
ス
ト
の
高
騰
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る

武
力
紛
争
な
ど
に
よ
る
世
界
経

済
の
不
安
定
化
に
加
え
、
円
安

な
ど
の
影
響
も
相
ま
っ
て
、
農

業
資
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格

高
騰
を
招
く
な
ど
、
食
料
、
農

業
、
農
村
を
め
ぐ
る
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
は
、
農
業
の
生
産
現
場

に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
は
じ

め
と
し
た
食
料
、
農
業
、
農
村

政
策
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
急 

務
と
な
っ
て
い
る
。そ
も
そ
も
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

基
本
理
念
で
あ
る
食
料
安
全
保

障
の
確
保
、
環
境
と
調
和
の
取

れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、

農
業
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
、

農
業
の
持
続
的
な
発
展
、
農
村

の
振
興
は
、
極
端
な
市
場
原
理

の
下
で
は
実
現
が
極
め
て
困
難

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

◆
宮
下
橋
架
替
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
構
造
安
全
性

の
確
保
と
歩
行
者
の
利
便
性
向

上
を
目
的
と
し
て
、
予
防
保
全

型
維
持
管
理
対
象
橋
梁
で
あ
る

宮
下
橋
の
架
替
工
事
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。
契
約
金
額
は
８ 

億
８
千
550
万
円
、
契
約
の
相
手

方
は
村
本
建
設
株
式
会
社
西
東

京
営
業
所
で
、
工
期
は
契
約
確

定
日
の
翌
日
か
ら
令
和
９
年
12

月
14
日
ま
で
で
す
。

◆
三
鷹
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・ 

13
号
（
牟
礼
Ⅱ
期
）
電
線
共
同

溝
整
備
及
び
街
路
築
造
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

三
鷹
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
13
号
の
人
見
街
道
か
ら
連

雀
通
り
ま
で
の
区
間
の
整
備
に

当
た
り
、
電
線
共
同
溝
整
備
工

事
及
び
街
路
築
造
工
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。
契
約
の
金
額

は
３
億
７
千
950
万
円
、
契
約
の

相
手
方
は
株
式
会
社
鈴
建
で
、

工
期
は
契
約
確
定
日
の
翌
日
か

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
会
計
利
益
剰
余
金
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

※
以
上
６
件
の
決
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事
を
掲

載

◆
令
和
７
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、 

そ
れ
ぞ
れ
８
千
772
万
５
千
円
を 

追
加
し
、
総
額
を
896
億
９
千
491 

万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。 

主
な
内
容
は
、歳
出
予
算
で
は
、 

総
務
費
で
、
財
政
調
整
基
金
積

立
金
の
増
額
、
ま
ち
づ
く
り
施

設
整
備
基
金
積
立
金
の
増
額
、

住
民
基
本
台
帳
記
録
事
務
費
の

増
額
、
民
生
費
で
、
高
齢
者
物

価
高
騰
対
策
支
援
事
業
費
の
計

上
、
健
康
福
祉
基
金
積
立
金
の

増
額
、
子
ど
も
・
子
育
て
基
金

積
立
金
の
増
額
、
消
防
費
で
、

災
害
時
在
宅
生
活
支
援
施
設
整

備
事
業
費
の
増
額
を
行
う
も
の

で
す
。
歳
入
予
算
で
は
、
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
増
額
、
中
長
期

在
留
者
住
居
地
届
出
等
事
務
費

委
託
金
の
増
額
、
避
難
所
環
境

整
備
・
災
害
時
ト
イ
レ
確
保
等

区
市
町
村
支
援
事
業
補
助
金
の

計
上
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
額

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

及
び
三
鷹
市
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
等

に
伴
い
、
職
員
の
育
児
と
仕
事

の
両
立
を
支
援
す
る
観
点
か

ら
、
部
分
休
業
に
つ
い
て
選
択

で
き
る
取
得
パ
タ
ー
ン
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
支
援
制
度
の

周
知
、
利
用
に
関
す
る
職
員
の

意
向
確
認
等
に
係
る
措
置
等
に

つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

に
基
づ
く
事
業
の
運
営
及
び
設

備
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
（
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
補
助
制
度
の
拡
充
に

伴
う
規
定
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
病
院
等
に
お
け
る
医
療
費

助
成
に
係
る
資
格
の
確
認
に
つ

い
て
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
提

示
に
よ
り
そ
の
確
認
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
ほ

か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。

第
３
回
定
例
会

可
決
し
た
議
案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

契
　
約

ら
令
和
９
年
３
月
17
日
ま
で
で

す
。

決    

算

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
三
鷹
市
介
護
サ 

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

意
見
書

め
条
件
を
付
す
こ
と
は
、
臨
時

措
置
の
恒
久
化
に
道
を
開
き
、

減
税
の
実
効
性
を
骨
抜
き
に
す

る
。
加
え
て
、
燃
料
価
格
の
高

止
ま
り
は
通
勤
通
学
・
介
護
・

送
迎
、
物
流
・
建
設
・
農
林
水

産
業
な
ど
、
地
域
の
暮
ら
し
と

産
業
を
直
撃
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
旧
暫
定
税
率
の
廃
止
効

果
を
走
行
距
離
課
税
等
の
新
税

や
他
税
の
引
上
げ
で
相
殺
す
る

こ
と
は
、
市
民
及
び
中
小
零
細

事
業
者
の
期
待
を
裏
切
る
も
の

で
あ
る
。
走
行
距
離
の
把
握
を

前
提
と
す
る
方
式
の
い
か
ん
を

問
わ
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
徴

税
コ
ス
ト
、
地
域
間
の
公
平
の

観
点
か
ら
重
大
な
懸
念
が
あ
る 

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。国
は
、 

当
初
の
合
意
、
方
針
ど
お
り
旧

暫
定
税
率
を
２
０
２
５
年
11
月

１
日
に
確
実
に
廃
止
す
る
こ
と

と
同
時
に
、
走
行
距
離
課
税
等

の
新
税
や
他
税
増
税
に
よ
る
実

質
的
な
取
戻
し
を
行
わ
な
い
こ

と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

地
方
財
政
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響

に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
等

に
よ
り
確
実
に
補
塡
し
、
自
治

体
の
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
を
損
な

わ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会

は
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

ガ
ソ
リ
ン
税
の
旧
暫
定
税
率
を

財
源
確
保
条
件
な
く
廃
止
し
、

２
０
２
５
年
11
月
１
日
の
施
行

開
始
を
厳
守
す
る
こ
と
、
並
び

に
走
行
距
離
課
税
等
の
新
税
や

他
税
の
引
上
げ
で
当
該
減
税
効

果
を
相
殺
し
な
い
こ
と
を
強
く

求
め
る
。

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

三
鷹
市
議
会
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
を
対
象
に
、
本
紙
の

内
容
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
及
び
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
た

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に

郵
送
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
知
り
合
い
で
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
議
会
事
務
局
を
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

　三鷹市議会では、インターネットによる本会議と予算・決算審査特別委員会の生中
継・録画中継及び常任委員会の録画中継（一部）の配信を行っています。生中継につ
いては、原則としてその日の会議が始まる10分前から開始し、会議が終了するまでの
間、また、録画中継については、原則として本会議または委員会を開催した日の翌々
日の午前10時（ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日等を除きます）から開始し、
当該本会議録または委員会記録が完成するまでの間、それぞれご覧いただくことがで
きます。
　令和７年第３回定例会の代表質疑と一般質問の模様は４～７面の各議員タイトル欄
のＱＲコードからもご覧いただくことができます。

本会議と予算・決算審査特別委員会及び常任委員会（一部）
のインターネット配信を行っています

※ＱＲコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

こちらから
ご覧いただけます

https://www.gikai.city.mitaka.tokyo.jp/

▼
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て


